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■高齢者バス運賃半額助成制度の早期復活を求める要望決
議
高齢者バス運賃半額助成事業（高齢者バス運賃割引証方

式）は、高齢者が家に閉じこもることなく、市内や地域に
おいて活動し、その社会参加の機会を促進するために設け
られた制度であったが、厳しい財政状況のもと、平成 年
４月から、現行のバス運賃年額３千円の定額助成制度に改
められた。
本市財政も、徹底した内部努力と事務事業の見直しを行
った結果、一応の財政再建のめどがついた現在、高齢者バ
ス運賃半額助成制度の早期復活を強く求めるものである。
以上、決議する。

■地方の道路整備の財源確保を求める意見書
道路は、国民生活や経済活動を支える社会基盤である。
本市では、阪神・淡路大震災からの早期復旧とまちの復
興のために街路事業や区画整理事業により環境に配慮した
道路整備と魅力ある道路づくりに取り組んできた。
今後は、良好な環境の保全、景観形成、交通安全対策、
歩行空間のバリアフリー化などの、より一層の充実が求め
られており、多額の財源が必要である。
政府におかれては、道路の特定財源の見直しにあたり、
道路整備、補修及び維持管理を着実に推進するため、道路
特定財源として地方公共団体への配分割合を高めていただ
くよう強く要望する。
以上、地方自治法第 条の規定により意見書を提出する。

提出先：衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大
臣、財務大臣、国土交通大臣

■割賦販売法の抜本的改正に関する意見書
近時、クレジット取引を利用した住宅リフォームや寝具
等の次々商法をはじめとする悪質な販売行為や、利用者の
返済能力を超える過剰なクレジット契約等が大きな社会問
題となっている。
国におかれては、割賦販売法の改正に当たって、クレジ
ット契約を利用した悪質商法の被害防止と消費者の被害回
復のため、下記の事項を実現されるよう、強く要望する。

記
１．クレジット事業者は、違法な取引に利用された場合、
販売業者とともに無過失共同責任を負うこと。
２．クレジット事業者は、違法なクレジット取引による被
害防止のための調査等、不適正な与信を防止すること。
３．クレジット事業者は、過剰与信の防止のための調査義
務等を負うこと。
４．個品割賦購入あっせん取引では、登録制度の導入と契
約書面交付義務を課すこと。
５．指定商品制及び割賦要件を原則廃止すること。
以上、地方自治法第 条の規定により意見書を提出する。
提出先：衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大

臣、経済産業大臣

■兵庫県新行財政構造改革推進方策（第一次案）の見直しを
求める要望決議
本市では、阪神淡路大震災からの復旧・復興事業の影響
等による危機的な財政状況を克服するため、 行政改革実
施計画 策定し、財政再建に取り組んできた。
市議会は、平成 年９月に行財政改革調査特別委員会を
設置し、問題点の指摘や改善策の提起を行う一方、国・県
に対し財政支援の要望活動を行ってきた。
今回、兵庫県から新行財政改革推進方策（第一次案）が示
されたが、本市の財政及び市民生活に重大な影響を及ぼす
ものが多数含まれている。
よって、本市議会は、兵庫県が、行財政構造改革を取り
組むに当たり、より一層内部努力に取り組むとともに、県
市で協調して取り組んでいる事務事業等を見直す場合は、
改めて各市町と協議の上で計画を策定すること、また、実
施に当たっては、各市町に出向き、行財政構造改革の必要
性や県民サービスの見直し内容など、十分に県民に対する
説明責任を果たすよう強く要望する。
以上、決議する。
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都市環境常任委員会（長野良三委員長）は、平成 年 月 日
（木） 日（金）に、北海道小樽市と北広島市への行政視察を実施
しました。
小樽市では、平成 年７月、生き物が息づく豊かな自然の緑あ
ふれるまちづくりを目指し 市民と育むみどりあふれる、ゆとり
あるまち小樽 を基本理念に緑の基本計画が策定され、緑の将来
像の実現を目指しています。緑の保全、緑の創出、緑の普及と啓
発を基本理念に各施策が展開されており、公園愛護会による管理

運営など、全市民の強力なバックアップが目立っていました。
北広島市の花のまちコンクールは、暮らしの中で取り組むこと

のできる 美しいまちづくり の広がりを目指し、平成６年度か
ら開催されています。企画や運営では、市民の意見を取り入れ、
より親しまれるコンクールにしようと、検討が重ねられてきまし
た。札幌の衛星都市として非常にまとまった印象を受ける北広島
市での全市花いっぱい運動は、花の愛好会など多くの市民・団体
の協力を得ており、一年中、花に囲まれた市だと感じられました。

都市環境常任委員会が北海道小樽市と北広島市へ視察
緑の基本計画と花のまちコンクールについて調査しました

都市環境常任委員会が北海道小樽市と北広島市へ視察
緑の基本計画と花のまちコンクールについて調査しました

北広島市で北広島市で
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７２
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７４
７５
７６
７７
７８
７９
８０
８１
８２
８３
８４
８５
８６
８７

平成 年度各会計決算の認定
教育委員会委員の任命
人権擁護委員の候補者の推薦
人権擁護委員の候補者の推薦
国民健康保険条例の一部改正
都市公園条例の一部改正
自転車駐車場の設置管理条例の一部改正
年度一般会計補正予算（第４号）
年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）
市土地開発公社定款の変更について
市立地区集会所の指定管理者の指定
市立養護老人ホームの指定管理者の指定
火葬場の指定管理者の指定
山手幹線芦屋川横断工区の施行協定の変更
市職員の給与及び企業職員の給与条例の一部改正
南宮ポンプ場ポンプ設備工事請負契約の締結

認定（ ／３）
同意（ ／３）
同意（ ／３）
同意（ ／３）
可決（ ／ ）
可決（ ／ ）
可決（ ／ ）
可決（ ／ ）
可決（ ／ ）
可決（ ／ ）
可決（ ／ ）
可決（ ／ ）
可決（ ／ ）
可決（ ／ ）
可決（ ／ ）
可決（ ／ ）

議

提

５
６
７
８

高齢者バス運賃半額助成制度復活を求める要望決議
地方の道路整備の財源確保を求める意見書
割賦販売法の抜本的改正に関する意見書
兵庫県新行財政構造改革の見直しを求める要望決議

可決（ ／３）
可決（ ／ ）
可決（ ／ ）
可決（ ／ ）

請

願

２
３
５
６
８
９
１０
１１

高齢者バス運賃半額助成の復活を求める請願書
高齢者バス運賃半額助成の復活を求める請願書
高齢者バス運賃半額助成の復活を求める請願書
高齢者バス運賃半額助成の復活を求める請願書
最低保障年金制度の創設を求める請願
高齢者医療制度の実施凍結を求める請願
保険でよい歯科医療の実現を求める意見書採択の請願
医療費の総枠拡大を求める請願

みなし採択（ ／ ）
みなし採択（ ／ ）
みなし採択（ ／ ）
みなし採択（ ／ ）
不 採 択（ ／ ）
不 採 択（ ／ ）
継続審査（ ／ ）
不 採 択（ ／ ）

陳情
番号 件 名 審査を行った

委 員 会 結 果

２ 後期高齢者 医療制度に関する意見書
採択を求める陳情書

民 生 文 教
常任委員会 不採択（ ／５）

３ 悪徳商法被害を助長するクレジット被害
を防止する意見書提出を求める件

民 生 文 教
常任委員会 採 択（ ／ ）
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議員研修会を開催

本市議会は、 月 日（金）に
議員を対象とする議員研修会を
開催し、議員 名の参加があり
ました。研修内容は、 人生の
春・夏・秋・冬と生き方 色─
市民と議員の自己啓発─ で、
講師は神戸女子大学名誉教授の
外園一人氏です。約１時間半に
わたる充実した研修会でした。


